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(1) Cecil S. Ashdown， op. cit.， p.266. 
(J2J 12取引観」に基づく処理法につては，拙稿「外貨建取引の換算に関する問題点(I}J
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アメリ力会計士協会の会計手続特別委員会は， 1931年12月 5日に， I外国

































側 KonradW. Kubin，“Accounting for Foreign Currency Translation : Current Prob-



























































~l) Konrad W. Kubin， op. cit.， p.5 . 
1965年以前の米国の外貨換算会計(1) 143 
に振替えられるべきである。
① 現金が封鎖されている国においては，企業の通常の活動に利用できな
い封鎖現金を流動資金から除外するとともに，それをドルに換算するこ
とによって生ずる利得についても，為替差益に含めないことが望ましい。
① 本来，損益計算書に計上される為替差益であっても，正常な為替差益
を超えるものについては別個に表示されなければならない。しかし，こ
のことは，上記の②で述べた，単なる帳簿上の正味価値の増加であるに
すぎない為替差益を「仮勘定」に留保しておくべきであるという勧告を
弱めようとするものではない。
要するに，公報第117号は，為替差損の場合には，たとえ一時的な性質の
ものであっても，当期の損失として認識すべきであるが，為替差益について
は，為替相場が不安定で特に上・下に変動しており，将来，反転する可能性
もあるような場合には(そして， ドル表示で価値の増加した正味流動資産の
すべてをドルに転換することは，実際問題として不可能であるということを
考慮に入れれば)，その実現に疑問があるので，利益としての認識を繰延べ
るのが望ましい会計処理であると勧告しているのである。これは，明らかに，
保守主義の考え方を為替差損益の処理に反映させたものであるといえる。
(未完)
